
2021年4月1日

滋賀労働局 彦根労働基準監督署

第三次産業における労働災害発生状況等について



滋賀県の労働災害の推移（コロナ除く）（平成１９年～令和７年 全産業）
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休業４日以上の死傷者数の推移

全業種 製造業 建設業 運輸交通業 第三次産業



滋賀県の労働災害の推移（コロナ除く）（平成１９年～令和７年 全産業）
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休業４日以上の死傷者数の推移

全業種 製造業 建設業 運輸交通業 第三次産業

平成２１年以
降最多

・第三次産業の占める割合は最も高く、全体の
４５．９％を占める（前年比＋１１．４％）



労働災害発生件数の推移（滋賀局管内及び彦根署管内・コロナ除く）
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彦根署管内は増加傾向にある



彦根署管内の全業種及び第三次産業の事故の型別労働災害発生状況
（令和６年、令和７年の対比（いずれもコロナ除く））
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全業種 墜落・転落 転倒 激突 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

切れ・こす
れ

動作の反
動・無理な

動作
左記以外 合計

令和６年 31 56 23 20 50 14 66 49 309

令和７年 42 113 12 17 26 16 40 48 314

増減 +11 +57 -11 -3 -24 +2 -26 -1 +5

第三次産業 墜落・転落 転倒 激突 激突され
はさまれ・
巻き込まれ

切れ・こす
れ

動作の反
動・無理な

動作
左記以外 合計

令和６年 11 36 11 4 7 3 32 20 124

令和７年 14 74 9 7 3 8 21 21 157

増減 +3 +38 -2 +3 -4 +5 -11 +1 +33

転倒災害が全業種で前年から約２倍増加し、労働災害全体の３６％を占めている。

脚立やはしごを使用の際の墜落・転落災
害が複数発生し、件数も増加している。

第三次産業の約４７％が転倒災害となっ
ている。



転倒災害防止対策について（チェックシートの活用）
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まずは事業場での状況をチェックしてみましょう。



取り組み事例 ～好事例集の紹介～
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滋賀労働局 転倒災害 好事例集 検索

➢ 彦根労働基準監督署管内で転倒災

害防止のための取り組みをされて

いる事例を収集し、事例集として

周知しているものです。

➢ 滋賀労働局のHPにも掲載されてい

るため積極的な活用をお願いしま

す。

詳しくはこちら



取り組み事例①
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➢ 階段の通行ルールを表示して手すりの

使用を勧奨している例

➢ 段差をスロープで養生し、トラテープ

を貼り付けている例



取り組み事例②
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➢ 事務所出入口に防滑マットを敷いてい

る例

➢ 段差箇所を黄色で目立たせ、注意喚起

の表示を行っている例



取り組み事例③
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➢ 通路のＬ字コーナーにミラーを設置
している例

➢ 出会い頭の衝突を防ぐためにミラーと

センサーを設置している例



高年齢者の労働災害防止のための指針（エイジフレンドリ―指針）について
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令和８年４月１日から「高年齢者の労働災害防止のための措置」 が事業者の努力義務になったことに伴って策定され

た指針です。

詳しくはこちら（厚生労働省HP）

～事業者が講ずべき措置～

１ 安全衛生管理体制の確立等

・経営トップによる方針表明及び体制整備 等

２ 職場環境の改善

・身体機能の低下を補う設備・装置の導入 等

３ 高年齢者の健康や体力の状況の把握

・健康状況や体力の状況の把握 等

４ 高年齢者の健康や体力の状況に応じた対応

・個々の高年齢者の健康や体力の状況を踏まえた措置 等

５ 安全衛生教育

・高年齢者や管理監督者等に対する教育



エイジフレンドリ―補助金のご案内
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～補助金申請受付期間～

令和８年５月２０日（水）～令和８年１０月３１日（土）

※予算額に達した場合には、受付期間の途中であっても申

請受付を終了することがあります。

※HP上に掲載されているQ&Aもご確認ください

１ 専門家総合対策コース（職場環境改善・運動指導等）

２ 熱中症対策コース

３ コラボヘルスコース

詳しくはこちら（厚生労働省HP）

高年齢労働者の労働災害防止のための設備改善等の経費の一部を補助するものです。
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